
京都大学総合博物館企画展・文化財発掘Ⅹ「比叡山麓の縄文世界」関連講演会 
2024 年４月 27 日 

 

比叡山麓の縄文世界 
―比叡山西南麓の遺跡を中心に― 

 

                  文学研究科附属文化遺産学・人文知連携センター 

                                千葉 豊 
 
１．「比叡山麓の縄文世界」展を企画して 

・シリーズ企画「文化財発掘」2015 年～ 京都大学構内の遺跡の調査・研究成果を紹介  今回は１０（Ｘ）回目 

・2023 年、滋賀里資料研究会編『滋賀里遺跡資料図譜』の刊行 

・滋賀里遺跡：大津市滋賀里ほかに所在、1948 年、京都大学文学部考古学研究室が発掘調査 

・滋賀里式の設定と縄文時代から弥生時代への変遷に関する議論：1962 年、坪井清足「縄文文化論」岩波講座日本歴史１ 

 

２．縄文時代の枠組み 
・空間的ひろがり 

・継続期間 

・空間と時間の整序 土器の編年学的研究の重要性 

 

３．比叡山西南麓に居住した縄文人の“小さな暮らし方” 
(1) 舞台 
 ・音羽川・一乗寺川・白川が形成した複合扇状地の上に遺跡は立地する。 

 ・照葉樹の森に、落葉樹や河畔林などが入り込む混交林を形成 

(2) 調査・研究の歴史 
 1923 年 京大農学部構内（現・北部構内）を散歩していた濱田耕作が、石斧を採集する。北白川追分町遺跡の発見。 

 1934 年 北白川小倉町の宅地造成区域で、羽舘易が多数の縄文土器を発見。梅原末治（当時、京大助教授）を中心に発掘

調査。土器の整理は小林行雄。出土土器は、北白川下層式（前期）・上層式（後期）として、標式資料となる。 

 1961 年 一乗寺向畑町で行われていた区画整理事業で遺跡発見。佐原眞らが発掘調査。一乗寺Ｋ式が設定される。 

 1972 年 京都大学北部構内の工事現場で石棒（結晶片岩製：晩期）が採集される。大学構内の組織的調査の端緒となる。 

      北白川追分町遺跡は、近畿地方の縄文人の生活を理解するうえで、代表的な遺跡となっている。 

(3) 明らかになってきたこと 
 ・比叡山西南麓における縄文遺跡群の動態 

 ・北白川追分町遺跡における土地利用 

 ・低湿地は宝箱 

 ・紀元前 599 年に伐採された大木 

 ・“小さな暮らし方” 
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表１ 縄文土器編年表（『日本考古学事典』三省堂、2002 年所収の表に、暦年代を加筆） 

炭素 14 年代（較正値） 

15500 年前 

11500 年前 

7000 年前 

5500 年前 

4500 年前 

3300 年前 

2600 年前 

縄文土器は、時間的にも空間的にも無数の変化を示す。この特徴を利用し、縄文土器を時間軸と空間軸の中に配列すること
を編年と呼び、それを示した表が編年表である。編年の枠組みを構築した山内清男が 1937 年に作成した編年表には沖縄を
除く北海道から九州までの９地域にあわせて 100 前後の土器型式が示されたが、現在では数百に達する土器型式が列島各
地に設定されている。 
土器型式（○○式：通常、遺跡名）とは、文様や形態など共通する特徴をもった土器野最小のまとまりであり、時期と地域
を示した最小の単位となる。この細別を大きくまとめたのが大別で、草創期・早期・前期・中期・後期・晩期の 6 期に区分
されている。過去の出来事を復原するという歴史学に属する縄文研究において、土器型式の確定、すなわちいつ・どこで起
こった出来事なのかを知ることは、研究の根幹をなしていると言って過言ではない。 

図１ 伐採痕跡のある樹木（北白川追分町遺跡・縄文晩期末） 
樹齢およそ 140 年のブナ科の大木（残存⾧ 6.2 メートル）。石斧による伐採の痕跡をもつ。
紀元前 599 年に伐採。京大総合博物館ロビーに展示中。 
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図３ 比叡山西南麓に展開する縄文遺跡群 

南北５キロ、東西２キロの広がりをもつ比叡山西南麓の複合扇状地上に、10 をこえる縄文遺跡が展開す
る。細かくみると、遺跡の希薄な地帯をはさんで、北部の遺跡と南部の遺跡に分けることもできる。 

 

表２ 比叡山西南麓縄文遺跡の消⾧ 

比叡山西南麓の縄文遺跡がどの時期に営まれたかをみたもの。太線はまとまった量の遺物が出土している時期。細線は
遺物の量がわずかな時期。前期以降になると、後期末晩期初頭の一時的空白期があるものの、遺跡が補完関係をもちつ
つ、地域全体として連続して遺跡が形成されていることがわかる。縄文集団が場所（遺跡）を移動しつつ、この地域に
定着していたことを示している。 
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炭素 14 年代 
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